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龍
野
北
高
校
新
聞

～
地
域
と
の
共
生
を
図
り
、
明
る
く
活
力
の
あ
る
学
校
～

ま
ち
を
支
え
る
人
づ
く
り

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
へ
の
道

定
時
制
課
程

１
日
（
土
）
龍
北
工
房

６
日
（
木
）
教
育
相
談

８
日
（
土
）
生
活
体
験
発
表
会
（
県
大
会
）

龍
北
工
房

13
日
（
木
）
中
間
考
査

18
日
（
火
）
ま
で

21
日
（
金
）
全
校
集
会

25
日
（
火
）
龍
北
工
房

27
日
（
木
）
体
育
祭
予
行

28
日
（
金
）
体
育
祭

31
日
（
月
）
教
育
相
談

10
月
の
行
事
予
定

全

日

制

課

程

８
月
１
日
（
月
）
、

８
月
２
日
（
火
）
に
、

第
１
回
オ
ー
プ
ン
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
を
行
っ
た
。

生
徒
が
受
付
を
行
い
、

全
体
会
の
会
場
案
内
を

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
全
体
会
は
体
育

館
と
ア
セ
ン
ブ
リ
ホ
ー

ル
に
分
か
れ
て
行
う
こ

と
に
し
た
。
全
体
会
で
は
、

校
長
挨
拶
、
生
徒
会
長
挨

拶
、
学
校
紹
介
、
Ｂ
Ｙ
Ａ

Ｄ
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
各
科
に
分
か
れ

て
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

本
校
の
生
徒
が
中
学
生

に
親
切
で
丁
寧
な
説
明
を

し
た
。
中
学
生
は
そ
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
、
迷
い

な
が
ら
も
楽
し
め
た
よ
う

だ
。中

学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
校
舎
に
イ
ン
パ
ク

ト
は
大
き
か
っ
た
。
そ
し

て
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な

勉
強
を
し
て
い
る
の
か
、

気
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

11
月
５
日
（
土
）
に
第

２
回
オ
ー
プ
ン
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
を
実
施
す
る
。
次
回
も

満
足
い
く
も
の
に
し
た
い
。

１
日
（
土
）
英
語
検
定
②

３
日
（
月
）
建
設
業
育
成
魅
力
ア
ッ
プ
説
明
会
（
Ｃ
科
３
限
）

全
校
集
会
（
壮
行
会
）

小
児
看
護
実
習
Ⅰ
（
１
年
）
６
日
ま
で
［
専
］

７
日
（
金
）
災
害
看
護
実
習
（
２
年
）
［
専
］

13
日
（
木
）
小
児
看
護
実
習
Ⅰ
（
１
年
）
14
日
ま
で
［
専
］

14
日
（
金
）
中
間
考
査

19
日
（
水
）
ま
で

16
日
（
日
）
ト
レ
ー
ス
技
能
検
定
（
Ｄ
科
）

25
日
（
火
）
体
育
大
会
予
行

26
日
（
水
）
体
育
大
会
（
太
子
町
陸
上
競
技
場
）

29
日
（
土
）
漢
字
検
定
②

※
［
専
］
：
専
攻
科

※
変
更
等
は
Ｈ
Ｐ
・
は
な
ま
る
連
絡
帳
等
で
随
時
連
絡
し
ま
す
。

10
月
の
行
事
予
定

文 芸 部

４ コ マ 漫 画

全 体 会

総合福祉科

総合デザイン科 看護科

７
月
12
日
（
火
）
本
校
ア
セ

ン
ブ
リ
ホ
ー
ル
に
て
令
和
４
年

度

礼
儀
と
マ
ナ
ー
講
演
会
が

行
わ
れ
た
。
講
師
に
は
株
式
会

社

ラ
イ
セ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー

大
阪
支
社

課
長
代
理

上

林

洋
介
様
を
お
招
き
し
た
。

「
人
と
接
す
る
時
に
は
相
手
を

思
い
や
る
こ
と
、
そ
れ
が
マ
ナ
ー
」

「
お
辞
儀
の
角
度
に
は
意
味
が

あ
る
」
と
い
う
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
特
に
２
学
期
か
ら
就
職

活
動
を
行
う
４
年
生
と
三
修
制

の
３
年
生
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

７
月
15
日
（
金
）
本
校
体

育
館
に
て
学
年
対
抗
定
期
戦

を
開
催
し
た
。
種
目
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

行
い
、
結
果
は
総
合
優
勝
１

年
生
、
準
優
勝
４
年
生
で
あ
っ

た
。
今
年
度
に
入
り
、
初
め

て
の
定
期
戦
に
職
員
・
生
徒

一
同
、
力
が
入
っ
た
も
の
と

な
っ
た
。

電気情報システム科

環境建設工学科

今
年
も
兵
庫
県
建
設
業
協
会
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
あ
る
「
建
設
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
た
。

昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が

危
ぶ
ま
れ
た
が
、
実
施
期
間
の
短
縮
と
少
人
数
に
よ

る
参
加
と
い
う
条
件
で
開
催
さ
れ
た
。
実
施
期
間
は

８
月
22
日
（
月
）
か
ら
23
日
（
火
）
ま
で
の
２
日
間

と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
実
施
さ

れ
た
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
と
は
全
く
違
っ
た
内
容
で
あ
っ

た
。今

年
の
テ
ー
マ
は
「
現
場
管
理
者
の
目
線
で
学
ぶ
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
過
去
に
実
施
さ
れ
た
サ
マ
ー

セ
ミ
ナ
ー
は
様
々
な
職
種
の
仕
事
を
体
験
し
て
い
た

が
、
今
年
の
内
容
は
工
事
現
場
を
ま
と
め
る
現
場
監

督
の
仕
事
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
。
設
計
士
が
描
い

た
図
面
を
基
に
し
て
、
現
場
監
督
が
さ
ら
に
細
か
な

寸
法
や
使
用
す
る
材
料
な
ど
を
ま
と
め
た
「
施
工
図
」

の
見
方
、
職
人
さ
ん
が
行
っ
た
仕
事
が
設
計
図
面
通

り
で
あ
る
か
確
認
す
る
作
業
、
さ
ら
に
建
築
工
事
だ

け
で
な
く
電
気
工
事
や
設
備
工
事
の
詳
細
に
つ
い
て

の
説
明
も
行
わ
れ
た
。

２
日
目
は
三
木
市
に
あ
る
「
兵
庫
耐
震
工
学
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
見
学
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
大
き
さ

20
ｍ

×

15
ｍ
の
震
動
台
が
あ
り
、
実
物
同
様
の
構

造
物
を
載
せ
て
人
工
的
に
地
震
動
を
与
え
、
壊
れ
る

過
程
を
調
査
、
研
究
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
る
。

今
年
度
は
短
期
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
が
、

と
て
も
内
容
の
濃
い
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
。


